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次世代交通とまちづくり

日本交通政策研究会シンポジウム

交通まちづくりの実践：宇都宮LRT導入とまちづくり

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

１．人口減少とコンパクトシティ

• 2050年までの日本から
2491万人の人口が消え
る

• しかも生産年齢人口が
2373万人消える。

国立社会保障・人口問題研究所 H29年推計

2016年

・総人口 1億2683万人

生産年齢人口 7648万人
65歳以上人口 3458万人

12,709万
(2015)10,467万

(1970) 10,192万
(2050)

5,972万
(2100)

5,974万
(1925)
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人口減少に合わせた街づくり

青森都市計画マスタープラン

富山市都市マスタープラン

一極集中型の集約

クラスター型の集約

公共交通の衰退

中心市街地の衰退 空き家問題

様々な都市問題が発生

道路橋梁の維持管理
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田園都市論(1898):英国

ダンツィッヒ(1973)の
コンパクトシティ

（円形都市）

英国のニュータウン
政策(1950s-)

近隣住区論(1924)：米国

エッジシティ／ニュータウン開発

1987 年に国連のブランドラント報告
Sustainable Development （持続可能な開発）

輝く都市(1930)

サスティナブル・コミュニティ

持続可能な都市 コンパクトシティとは

J.ジェコブス
(1961)

ネットワーク型コンパクトシティ
カルソープのTOD

(1980s)

コンパクトシティ

都市計画理論からみたコンパクトシティの系譜
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日本型のコンパクトシティとは

目的：人口減少社会の中で、持続可能な社会の実現
理念：多様性への対応

多様な交通手段を整備し、多様な拠点の連携を図ることで、

都市としての持続性を確保する

＜ネットワーク型コンパクトシティ＞
都市の中の多様な魅力を集約（コンパクト化）し、

それを多様な交通手段で連携（ネットワーク化）した都市

• 多様な交通：徒歩・自転車・公共交通・車
• 多様な拠点：生活拠点、商業拠点、生産拠点
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街の魅力をつないで都市を創る

都市の中に多様な魅力を創出する

多様な魅力的な地域を多様な交通でつなぐ
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どこを中心に街を再構築するか？

TODの概念図（Calthorpe, P.）

• 1980年代にアメリカの建築家Peter 
Chalthopeによって提案された概念

• 鉄道・LRT・バス等の公共交通の駅・停
留所を中心に、商業・業務・住宅などを組
み合わせた高密度な複合・混合用途のコ
ンパクトな開発

公共交通指向型開発（TOD） Transit Oriented Development 

この100年間、都市は駅を中心に社会
資本整備してきた。次の100年で元の
人口サイズに戻るとすると、駅を中心に
スリム化することが効率的である

この１００年間の街の形成史を振り返ると
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鉄道沿線まちづくりが一つの潮流

2015年12月：鉄道沿線まちづくりの方針

8
（国土交通省ＨＰより）
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２．どうやってコンパクトシティを創るか？

緑地

公共交通

都心部

実現手法の
議論が不十分

現状

現行の都市計画制度でコンパクトシティへと誘導できるか？

課題

拡散型の都市構造
緑地

公共交通

魅力的な都心部

目標
将来像

集約型都市構造
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都市計画制度を補う立地誘導策

都市計画
事業

土地利用
規制

+
集約型都市へと導く多様な施策 第3の技術的手法？

立地
誘導策

現在策定中の立地適正化計画もその一つ

• 都市開発の基本目標を表示：

マスタープラン

• それを達成するための実現手法
1. 直接的な公共介入としての事業手

法（都市計画事業など）

2. 間接的な公共介入としての規制手
法（土地利用規制など）

従来の都市計画の技術的手法
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外環状道路

内環状道路

外環状道路
（宮環）

宇都宮駅

1934年 用途地域指定

市街地

日光街道 奥州街道

東京街道

• 徒歩の時代：拠点施設
（城や神社）を中心に

• 鉄道の時代：鉄道駅を
中心に

• 自動車の時代：道路を
中心に

交通手段が都市構造
を変える

宇都宮の都市構造の変遷

そもそも交通と土地利用は
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次世代の交通が街を変える

次世代の交通が、都市の形を変化させる

→ 次世代の交通によるまちづくり

徒歩→鉄道→自動車

市街地拡大の歴史（人口増加時代）

→次世代の交通
市街地縮小の時代へ

LRT、BRT、DRT、自動運転、Personal Mobility等
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３．集約エリアの次世代交通とは

ストラスブール

アンジェ

ナント

オルレアン
Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

欧州における公共交通の復権

• 自動車の交通量

（17％減）

• 公共交通利用率

（11％→24％に倍増）

• ルクレール師団通り

（売り上げ：20％増）

• 歩行者通過量

（20‐30%増）

ストラスブール（仏）

交通政策によって生まれ変わる都心部

1960年：トラムを廃止してバス路線網に
1994年：ユーロトラムが開業
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クルマを締め出した都心部

カイザーヨーゼフ通り（トランジットモー
ル：42万㎡のエリアを対象）市内一の中

心街路、歴史的建造物との調和

ベルトルドの泉（交通の要所、1日6万人
が乗り降り）

自動車利用の減少 60％(1976)→43％(1996)
都心に流入する自動車が4000台減少

フライブルク（独）人口20万人
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駅を中心とした街づくり

資産価値：2001年から2006年
の間に500%増加

図書館

高齢者施設

育児医療施設

教育施設
(幼稚園)
(小学校)

レンタサイクル

新交通駅（BART）バスターミナル

駐車場

商業施設

BART

Fruitvale （サンフランシスコ・米国）
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駅と住宅が一体化

パサディナ（Metro Gold Line:2003.7運行開始、20年来の夢の実現）
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新たな道路空間利用に向けて

ヒューストンのＬＲＴ （２００４．１．１開通）

ヒューストン
人口200万人（全米4位）、 ゾーニング制度なし、世界一燃料量の多い都市
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４．非集約エリアの次世代交通とは

高速道路

高速道路

幹線道路

生活道路

非集約エリア
自転車（シェアサイクル含む）

パーソナル・ビークル
デマンド交通、自動運転

非集約エリア
（個別交通が主）

新幹線

LRT

既存バス

鉄道

BRT
集約エリア
徒歩を中心に
LRT、BRT
シェアサイクル

集約エリア
（公共交通＋徒歩）

TOD
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郊外部の公共交通の実態

• 2008年1月運航開始

• ジャンボタクシー 9人乗り

• 1日８便、150円/回、定期：2,000円/月

清原地区：2万4千人
(H23)

運行経費（自治会出
資金、協賛金）

自治会が主体となった全国的にも良い事例
だが

宇都宮市：清原さきがけ号

宇都宮市清原地区の「さきがけ号」

収支率＝37%
利用率＝0.15%

（2010年時点）
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全国的に利用率や収支率をみると

利用率×収支率

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

収支率（％）

利
用
率

（
％

）

定路線 or 停留所型

ドア・トゥ・ドア型

0.3％の市民に、8割近い補助の運行が実態！！

全国デマンド事例の運行実績
利用率 収支率

全体 0.31% 23.2%

定時定路線 0.26% 18.8%

ドア・トゥ・ドア 0.33% 24.4%Ｎ＝62

＜平均値＞
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地域公共交通の自動運転化への期待

ドライバーが必要な車両：従来の都市計画で対応可能

Level 1&2
Level 3 

条件付き自動

運転

Level 4&5
完全自動運転

（レベル１）システムが
前後・左右のいずれか
のタスクを実施（例：自
動ブレーキ）

（レベル２）システムが
前後・左右の両方のタ
スクを実施（例：アクティ
ブクルーズコントロー
ル）

ドライバーが全く関与
しない状態。Level4は
限定領域内で、Level5
は完全に自動運転

自動運転だが、シス
テムが要請したとき
はドライバーが対応
する状態。

新しい交通戦略や都市
計画との連携が必要

自動運転技術が交通体系を大きく変化させる！

米国自動車技術会の定義 SAE J3016

過渡的な状態

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

次世代交通を考慮した交通戦略

交通体系の中に自動運転の役割を位置づけた新たな交通戦略の策定が必要

新幹線
鉄道

バス

コミュニティバス
デマンド交通
タクシー

高速道路
80-100km/h

生活道路

自動運転車の役割

個別交通 公共交通

都市間移動

都市内移動

地区内移動

高速移動

低速移動

幹線道路
40-60km/h

4-30km/h

LRT
BRT

限定エリア
自動運転

専用
レーン

低密エリア、高齢化したニュータウンなどの社会的必要
性の高い場所や、専用走行空間のある公共交通から、
サービスカーとしての自動運転車を導入が望ましい

拠点を育成する
基幹公共交通軸
の形成

拠点を支える
地域公共交通
の形成
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自動運転の導入初期にむけた提案

① 低速からの運用（low speed）
安全性を重視すると、自動運転の普及においては低

速からの運用が望ましい。（自動車と衝突して歩行者が
致命傷となるのは、自動車が時速30キロのときは
10％程度、時速50キロとなると80％以上）

② 低密エリアからの運用（low density）
運用初期にはできるだけリスクの少ない低密エリアか

らの導入が望ましい。低密エリアでは公共交通の利便
性が低い場所が多く、自動運転導入における社会的意
義も大きい。

③ 低障害での運用（low hurdle）
導入時は各種障壁の少ないエリアから、緩やかに交

通環境を整えることで、社会変化との協調を図る。

スムーズな導入には、
３つの運用則を考えること

が望ましい
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５．宇都宮のLRT計画の経緯
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フェーズⅠ
1993～2002

フェーズⅡ
2003～2006

フェーズⅢ
2007～

研究会，協議会，検討
委員会

場
協議会，検討委員会，市
民説明会

LRT導入
の

位置付け

交通まちづくりのための
基幹公共交通システム
の整備手段

ネットワーク型コンパクト
シティ実現に向けた基幹
公共交通としての一手
段

論点

渋滞対策としてのLRT導

入の適性（新たに橋や
道路を建設することでの
対応検討）

LRT導入の必要性 基幹公共交通として、
LRTの導入が最も望まし
いのか

市，県，市民，交通事業
者主体

市，県，市民，事業者，
交通事業者

市，県，市街地開発組
合，
経済団体，交通事業者

宇都宮駅東に位置する
鬼怒川を渡る自動車通
勤による交通渋滞問題
への対応策

協議会，検討委員会，
市民説明会

1993

2003 2007

2003～2004
「まちづくりと交通
に関する懇談会」

「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
会
」設
立

「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
基
本
計
画
策
定
調
査
」公
表

「
宇
都
宮
市
都
市
・地
域
交
通
戦
略
会
議
策
定
協
議
会
」設
立

201１～
「公共交通に関す
る住民説明会」アプローチ

目標設定型
（将来ビジョン）

問題解決型
（渋滞緩和）

問題解決型
（中心市街地活性化）

Waseda Univ. A. Morimoto Lab. 26

LRT導入の計画目標の変遷

2001

2003

2008

2009 2009

渋滞緩和

まちなか活性化

総合計画
コンパクトシティ政策

交通戦略都市マス

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

わが国初の全線新設のLRT導入へ

• 2015年11月 新会社・宇都宮ライト
レール株式会社の設立

• 2016年5月 都市計画決定の告示
• 2016年9月 国土交通大臣が軌道運

送高度化実施計画を認定
• 2021年度の開業を目指して

ＪＲ宇都宮駅東口～本田研究所北門：１４・５８キロ
ルート上の停留所：１９カ所の予定

当初計画

芳賀・宇都宮のLRT事業に係る都市計画 Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

LRTに合せた地域公共交通網の再構築

芳賀・宇都宮東部地域公共交通網形成計画 2015.11

LRT,バス、地域内交通の連携イメージ

公共交通ネットワークのイメージ

幹線系（LRT、バス）
＋

支線系（地域内交通）

地域内交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通
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６．政策を支える科学的なアプローチ

・日交通量
リンク断面交通量

ＯＤ交通量

・平均旅行速度
・混雑度 など①Area

②Road

③Centroids

道路交通センサス

CO2排出量

Input

宇都宮都市圏PT調査

×CO2排出原単位

マクロ交通流シミュレータ
Output

対象エリアのＯＤを抽出

ミクロ交通流の再現に利用

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

都市交通はどのように変化するか

交通流シミュレータ

ネットワークデータマクロ交通流

ＯＤ抽出

ダ
イ
レ
ク
ト
に
利
用

Output

・平均旅行速度
・渋滞長
・断面交通量
・混雑度 など

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

LRT導入前後の交通流の変化

LRT導入前 LRT導入後

駅東側の交通流を再現：国道４号と柳田街道の交差点

平日8：00～9：00

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

市民と協働の街づくりへ

32

様々な場での市民と
の意見交換

様々な場での市民と
の意見交換

市民に街が生活が、具体的にどう変わるかを見せる
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水道閉栓後
3年以上

水道データ全体の

15.7%

31,586件
２０１，０６６件

人口減少で街中に広がる空き家

宇都宮市 平成24年4月現在

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

2012/04現在

水道閉栓後
3年以上（全体の15.7％）

市内のどこに空き家が多いのか

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.
No,35

31,930 33,642 35,257
38,629

43,381

49,540

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2008 2010 2015 2020 2025 2030

(年)

空家数(戸)

20302025202020152010

2008年からの

空き家増加数(戸)

未来の空き家を予測する

宇都宮市における空家数の推移(推計値)

17610戸

実測値

推計値

2011年まちづくり提案（森本組）

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

3,182 3,104
1,804 2,029

3,063 2,572

2,365 2,632

2,002
1,610

1,370
1,463

1,062
873

767
822

562
536

519
522

269
261

240
249

82
79

69
71

10,222
9,035 7,134 7,788

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

現在 趨勢型 都心居住型 ネットワーク型

道路 保育所 小学校 中学校 下水道 生涯教育センター 上水道

‐11.6%
‐30.2% ‐23.8%

（百万円）

未来の都市財政を予測する

宇都宮市でコンパクト化政策が実施された場合の将来の社会資本の維持管理費

コンパクト化による便益を市民に伝える

国土交通白書2014年度版に掲載
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未来の都市環境を予測する

何もしない場合に比べて、コンパクトシティ政策が実現すると、30％以上削減

2050年（趨勢）

1244.8 t/day 786万台 36.93 km/h

平均トリップ長 1.253 km

2050年（LRT沿線集約型）

843.94 t/day 627万台 37.11 km/h

平均トリップ長 1.087 km

2050年の自動車からの
CO2排出量を
現状推移と比較

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

未来の都市づくり

ネットワーク型コンパクトシティへ誘導することで

魅力的な街を創る

どんなまちが
できるんだろう・・・

市民

多様な交通が利用可能な街

行政

個々の施策を統合した
具体的な整備イメージ

施策Ｂ

施策Ａ

施策Ｃ

情報提供

７.おわりに

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

未来の街づくりへ

2010年頃のイメージ（現況）

2020年頃のイメージ

2030年頃のイメージ

街がどのように変わるか

多様な意見十分な説明

コミュニ
ケーション

Waseda Univ. A. Morimoto Lab.

コンパクトシティの見える化へ

将来のまちづくりの見える化～コンパクトシティによる郊外の住まい方～

You Tubeで配信中：検索キーワード 「コンパクトシティ」

アンケートに協力ください


